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研究成果の概要（和文）：女性特有の骨盤底障害（下部尿路機能障害、骨盤臓器脱、排便障害）の罹患率は高い
が、医療機関を受診する率は男性の1/5で、男性の3倍行動制限をしていた。これらの行動制限はサルコペニア・
フレイルといった老年症候群の一因ともなり得る。骨盤底障害の代表である骨盤臓器脱修復術の術後1，3，6ヶ
月目まで筋力、身体機能が術前より有意に改善し治療介入により老年症候群を忌避できる可能性が示唆された。
多くの医療者は骨盤底障害の治療は重要で,積極的に行いたいとしていたが、疾患自体に対する知識は乏しく、
骨盤底障害の知識の普及は患者のQOL向上のみならず、老年症候群を予防し健全な社会の維持に重要であること
が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The prevalence of female pelvic floor dysfunction (PFD) (such as lower 
urinary tract dysfunction: LUTD, pelvic organ prolapse, and bowel dysfunction) was high, and 70% of 
woman who consulting pelvic floor dysfunction section restricting their activity due to PFD. Indeed,
 women who consulting doctor due to LUTD was 1/5 than men, and restricting their activity was 3 
times higher than men. These restrictions can contribute to get sarcopenia or frailty. 
One, three,and 6 months after the reconstrutive surgery for pelvic organ prolapse, patients' muscles
 strength and physical function were significantly improved before the surgery. 
Many PFD patients ask for family doctors, but the knowledge of PFD was low even in medical staff. 
The spread of knowledge for the PFD not only the to the citizen but also medical staff are 
warranted.

研究分野：泌尿器科学

キーワード： 骨盤底障害　女性　QOL　サルコペニア　ロコモテイブシンドローム　フレイル　行動制限

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
国民全般への女性骨盤底障害の知識の普及は、より早期の治療介入や予防が可能となり、老年症候群の予防にも
なり得る。老年症候群を予防・改善できれば医療費の削減となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
骨盤底障害(Pelvic Floor Dysfunction、以下 PFD)とは女性に特有で骨盤の靭帯、結合組織、

筋肉の脆弱化や損傷により尿失禁、頻尿等の下部尿路機能障害、排便障害、骨盤臓器脱といった

女性にとりあらゆる不快な症状を引き起こす疾患である。「一生の間に PFD により 11.1％もの女

性が手術治療を受ける」と高頻度が米国から報告されながら日本での正確な頻度も明らかでは

ない。PFD は行動・薬物・手術療法で予防・治療可能にも関わらず羞恥心、疾患としての知識が

周知されていない等より困窮度が高くても受診に至らない潜在患者が多く存在する。我が国に

おける疫学調査で、尿失禁の有病率は女性の方が多いにもかかわらず、医療機関の受診率は男性

よりも圧倒的に低い。そのため、女性が受診しやすい診療科として女性泌尿器科(骨盤底専門外

来やウロギネ科ともいわれる)の重要性が示唆されている。一方、医療提供者の中でも“疾患”

という認識が乏しく充分に認知されていない背景もある。PFD のために生活活動が制限され、社

会活動の放棄に至ることは、女性の生活の質(QOL: Quality of Life)を障害するのみではなく、

筋に加え骨や関節を含む運動器の疾患である運動器症候群(ロコモティブシンドローム)や全身

性の筋肉量・筋力低下であるサルコぺニアに至り健康寿命を著しく損なう可能性を含む。PFD に

よる QOL 低下さらにロコモやサルコペニアの予防には、PFD に関する知識の普及と適切で受診し

やすい医療環境と生活改善が必須である。 

 
２．研究の目的 
本学が位置する多摩地区において、周辺の医師会・医療機関の協力を得て、PFD の認識に関す

る実態を質問紙または聴き取り調査により明らかにする。これにより PFD 外来受診患者、一般市

民、医療者における PFD そのものの理解や、予防法、治療に関しての啓発の要点を明確にし、ど

のような環境が女性にとって受診・相談しやすいのかを明らかにし、女性に快適な医療環境を構

築する。 

さらに PFD と、ロコモやサルコぺニアとの関連およびその合併率、PFD からサルコペニアやロ

コモに至らない治療介入等についても検討する。 

 
３．研究の方法 
PFDの認識に関する調査 

対象は医療提供者側として医師、看護師、保健師、医療介助者、受診者側女性として①定期健

診等受診の一般女性、②地域住民向けの PFD 疾患に対する講演会受講者、③骨盤底外来受診患者

の PFD の理解、治療可能性と予防に関する認知について質問紙調査を行い、各層における相違を

把握する。 

サルコペニア、運動器症候群等との関連に関する研究 

本研究では骨盤底外来受診患者で同意の得られた者を対象にサルコぺニアの罹患率を①歩行

速度測定（身体機能の指標）、握力測定（筋力の指標）、②BIA (Bioelectrical impedance 

analysis)法による体成分分析器を用いた骨格筋量測定により評価し、各疾患の合併率を調査す

る。 

 PFD の代表である、骨盤臓器脱修復術前後において、筋力・身体機能、筋肉量の変化につき前
向きに調査する。 
 
 
 
 
 



４．研究成果 
PFD の認識に関する調査 

多摩地区健診受診者を対象とする調査で 

明らかになったことは、PFDの中心症状の 

一つである「下部尿路症状」の「困窮度」 

については男女で大きな差異はなかったも 

のの、男性に比して女性の「受診率」は 1/5、 

「行動制限率」は実に 3倍にも上るという実 

態であった（Kinjo M et al; Urology. 2021; 151: 

24-30.）。 

 また健診受診者、PFD 関連講演会受講者、PFD 外来受診患者の 3 層における比較調査では、

受診患者＞講演会受講者＞健診受診者の順に有意に PFD症状の困窮度が高く（88.7％＞67.4％＞

22.7％）、行動制限率も有意に高く（62.7％＞20.8％＞10.1％）、早期からの治療介入の必要性が明

らかになった（第 23回日本女性骨盤底医学会 2021）。 

 地域の排尿関連の医療者勉強会参加者 160 人に対してのアンケート調査（看護師 50％、医師

24％、内科を標榜している職場が 75％）において、70％以上が排尿関連の相談を受けてると回

答し、80％以上で治療を行いたいと回答していた。一般医療現場において排尿関連の訴えは多

く、さらに治療に対して医療者側からの積極性が伺えた。一方、治療内容の詳細（排尿関連の治

療に手術治療があることを知っている医療者は 3％）に関する知識の不足が明らかになり、一般

医療者に対しても、PFD に関してのさらなる知識の普及を要することが示された（府中排尿障害

セミナー 2020 年）。 

サルコペニア、運動器症候群等との関連に関する研究 

 65 歳以上の PFD 外来受診患者 150 人における調査では、6.0％（9人）でサルコペニアと診断

された。疾患別では骨盤臓器脱に関連する因子として年齢および筋力低下が、過活動膀胱と関連

する因子として身体機能の低下が抽出され（第 109 回日本泌尿器科学会総会 2021）、治療介入

の可能性が示唆された。 

 骨盤臓器脱修復術を行った患者 63人（年齢中央値：74.5 歳[範囲：56～83]）に対して、サル

コペニアの有病率と術前、術後 1，3，6，12 ヶ月目における、筋力（握力で評価）、身体機能（6

ｍ歩行速度で評価）、骨格筋量の変化について前向きに検討した。術前サルコペニアと診断され

たのは 4人（6.3％）であり術後も変化はなかった。一方、筋力および身体機能は術後 1ヶ月目

から術後 6ヶ月目まで術前と比較し有意に改善を認めたが、術後 12ヶ月目において術前と同レ

ベルに戻った。骨格筋量は術後 1 ヶ月目で有意に低下したが、3，6，12 ヶ月目では術前との差

は認めなかった。術後 6 ヶ月目における医療者側からの身体機能保持への介入が必要と示唆さ

れた（第 36 回日本老年泌尿器科学会：学会賞 2023 年）。 
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